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本課題はオレフィンの精密重合のための新しい固定化遷移金属錯体触媒の設計・創製で、具体的

には「リビング重合により“ポリマー末端に配位子を導入する”ことを特徴とした新しい担持遷移

金属触媒の創製」や「カーボンナノチューブやフラーレンの表面への錯体触媒の固定化」を目的と

している。この手法により均質な反応場を形成でき、錯体触媒本来の特徴（高活性･高選択性）が

発現可能となると期待している。平成17年度の主な成果は以下の通りである。 
 
申請者らが既に確立したMo‐カルベン錯体触媒を開始剤としたノルボルネンのリビング開環メ
タセシス重合手法を利用して、ポリマー末端にフェノキシ配位子を有するポリノルボルネンを合成

･同定した。さらに同ポリマーを配位子とするフェノキシ配位チタン錯体（A）を合成･同定した。
また、比較例として、スチレンとアセトキシスチレンとの（アニオン）共重合、次いで水酸基化

でスチレン/ヒドロキシスチレン共重合体を合成し、さらにチタン化合物との反応によりポリマ
ー側鎖にフェノキシ配位子を有するチタン錯体（B）を合成・同定した。 
触媒Aによるエチレン重合では触媒活性への側鎖長の顕著な効果は見られなかったが、触媒Bで
はポリマー鎖あたりのチタン含量が増加すると触媒活性が顕著に低下した。また、エチレンと1-
へキセンとの共重合における重合挙動も、AとBで大きな違いが見られた。 
（2005年12月にアジアポリオレフィンワークショップで発表、2006年7月にTOCATで発表予定） 
現在、フェノキシ配位子の最適化と同定手法の確立に注力しており、今後各種重合反応を検討

することで、この触媒の特長を明らかにする予定である。また、各種有機合成反応への利用も試

みるつもりである。 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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